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卒業後も母校に関わりのある卒業生を訪ねて！卒業生インタビュー
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　より充実した紙面作りのため読者アンケートを実施してい
ます。抽選で10名様に「Amazonギフト券1000円分」をプ
レゼントしますので、ぜひご協力ください。
※プレゼントの申込締切は2020年6月30日（火）となります。

※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

https://forms.gle/XGjovtHfkvK4QEVg7

会報誌の読者アンケートを実施

I n f o r m a t i o n

2019年は日本でラグビーのワールドカップが開催され、ここ大分県では５試合が行われました。本学園では、附属高校出身の具選手の
活躍、大学のチアリーディング部による試合前の演技披露など、一翼を担うことができました。2020年は東京で待ちに待ったオリンピッ
ク・パラリンピックが開催されます。本学園でもオリンピックを目指し、日々練習に励む学生・生徒がいます。メダルを獲得する卒業生が
現れることも夢ではありません。この夏のオリンピックの熱戦が楽しみです。

　文理学園校友会では、会員の皆様方へ校友会の活動、ご案内をお知らせするためにホームページを開設しています。
卒業生向けの情報発信も行っていますので、ぜひご覧ください。

文理学園校友会 会報誌 第５号 発行日：2020年３月
発行者：文理学園校友会 〒870-0397大分県大分市一木1727 TEL:097-524-2658（直通） FAX:097-593-3400　編集協力・印刷：佐伯印刷株式会社
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編集後記

http://alumni.nbu.ac.jp/

　学校法人文理学園はインターネットによるクレジットカード
決済に対応した寄付金募集を行っています。銀行振込（みず
ほ銀行、三井住友銀行）での受付も継続していますので、その
場合は法人総務担当（097-524-2724）までお問い合わせく
ださい。皆様からの温かいご支援をお願いします。

https://kifu.fm/bunri/form.php

インターネットによる寄付金募集について

　卒業証明書、成績証明書等各種証明書の申込は、各設置校
で受け付けています。

［お問合せ先］

■日本文理大学　教務・学生支援担当 TEL：097-524-2704
■日本文理大学医療専門学校　事務室 TEL：097-524-2857
■日本文理大学附属高等学校　事務室 TEL：0972-22-3501
（休業日：土・日・祝日、電話・窓口事務時間：8：30～17：00）

各種証明書申込について

文理学園校友会　ホームページのご案内

　文理学園校友会では、事業の一環として会員情報の整理を
行っています。お住まいやご連絡先に変更があった方は、文理
学園校友会のホームぺージにある住所等変更フォームからお
知らせください。また近況等もお寄せください。

http://alumni.nbu.ac.jp/address-change/

住所等変更Web受付開始

　卒業生親族の皆様への入学割引制度がございますので、ぜひご利用ください。

卒業生親族の入学割引制度

対 象 校

日 本 文 理 大 学

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹

本学卒業生または在学生の3親等以内の者

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹が入学、
かつ通算で3名以上の在籍となる場合、3人目より適用

本校卒業生の子・在校生の兄弟姉妹

本校卒業生・在校生の3親等以内の者

学校法人文理学園設置校を卒業して本校に入学する者

本校卒業生（卒業後3年以内）・在校生の弟妹

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除＋
入学年度授業料の半額免除

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除

授業料半額免除

内　容対象者

※日本文理大学・日本文理大学医療専門学校は 2020 年度開始の修学支援新制度（高等教育無償化）の対象機関として認定されました。

※奨励金制度など、その他の減
免制度との併用はできません。

文理学園校友会

※2020 年３月現在



2001年 3月　 日本文理大学　工学部　建築学科　卒業
2001年 4月　 株式会社神力設計（旧社名：神力建築工房）入社
2014年 4月～ 一級建築士事務所Yama Design　開設
2016年 6月～ NPO法人空き家サポートおおいた　理事
2018年 10月～ 日本文理大学工学部建築学科　非常勤講師

プロフィール

OBだからこそ学生に伝えられること

私は現在、母校の建築学科で「設計製図」の非常勤講師を務め
ています。実はこの「設計製図」、私が在学中最も好きだった科目
で、建築家を目指すきっかけを作ってくれました。学生時代、こ
の授業で建築家の非常勤講師から、建築の魅力と設計のやりがい
を教えてもらいました。当時は授業や課題に取り組む際、嫌なこ
とや面倒なことがたくさんありましたが、それが今の自分の糧に
なっていることが実感できています。私と同じ授業や課題に取り
組んでいる学生には、私自身の経験だからこそ、このことを伝え
たいと思っています。

同じ志を持つ仲間の存在

大学へ進学した当時は、将来について曖昧でした。しかし、授業
や第一線で活躍される建築家の講演を聴講し、建築家への想いが芽
生えてきました。同じ志を持つ仲間がたくさんいて、互いに影響を
受けながら切磋琢磨した学生時代の経験は、社会に出てからも活か
されています。今でも同じ道へ進んだ校友たちと建築について話す
時間を大切にしています。学生時代に築いた仲間は、自分を成長さ
せてくれるかけがえのないものです。

自分が果たすべき役割

目標に向かって突き進んでいくと、いつか挫折を味わいます。先
日、企業へインターンシップに行った学生が「建築家を諦める」と
言ってきたことがありました。学校の課題だけでも大変なのに、社
会に出たらそれ以上を求められる、そういう現実が学生を不安にさ
せたのでしょう。しかし、私は一度決めた道ならば、最後まで突き
進んでほしいと伝えました。学生のうちに世の中を垣間見たぐらい
で、夢への第一歩を踏み出す前に諦めるのは早すぎます。
自分たちが先輩の背中に憧れてこの仕事に進んできたように、私

たちが人生の先輩としてもっと活躍し、魅力的な仕事をすることで、
後輩たちの道しるべとなるように歩んでいきたいと思っています。

学生時代、同じ志を持つ仲間とともに「建築家」と
いう夢に向かって邁進。そして卒業した今は、先輩と
して、教員として、学生たちへその技術や想いを伝え
ている。

在学中の個別サポートにより、臨床工学技士への第
一歩を踏み出した。母校からの実習生受け入れによ
り、恩師や後輩たちとの繋がりの大切さ感じつつ、
日々の業務に取り組んでいる。

母校とともに歩む
母校で育んだ志を
未来へ歩む後輩たちに
繋いでいく

今までもこれからも
繋がる母校との
絆を大切に

A l u m n i  I n t e r v i e w 学校を卒業した後も仕事やご自身の活動を通して、
母校とかかわりのある卒業生の皆さんに
お話をうかがいました。

山﨑  真司さん

一級建築士事務所Yama Design 代表
日本文理大学工学部建築学科 非常勤講師

日本文理大学 工学部 建築学科 2001年卒

［日本文理大学］

や ま 　 さ き 　 　 し ん 　 じ

座学ではなく学生自身が考えて解決する授業を心がけています

2014年 3月　 大分県立情報科学高等学校　卒業
2017年 3月　 日本文理大学医療専門学校　卒業
2018年 4月～ 社会医療法人三愛会　大分三愛メディカルセンター　入職

プロフィール

ヤンノッティ アルフォンソ マリアさん

社会医療法人三愛会
大分三愛メディカルセンター　臨床工学技士

日本文理大学医療専門学校 臨床工学科 2017年卒

［日本文理大学医療専門学校］

実習生が質問しやすい雰囲気づくりを意識しています

一人ひとりに寄り添ったサポート

在学中は、勉強漬けの毎日でした。模擬試験や補講、レポートの
提出などに追われ、くじけそうになることもありました。しかし、
そんな時先生たちが私の苦手分野を把握し、個別指導によるフォ
ローをしてくれるなど、一人ひとりに合ったサポートを受けること
ができました。また、テストや学習報告書の提出などに関して厳し
い指導を受けていたので、社会人としてのベースが培われていたこ
とも、今となっては大変ありがたく感じています。

自分を成長させてくれる患者さんへの感謝

臨床工学技士の仕事のひとつに透析があります。透析は、患者さ
んひとりに対して週3回、１回につき４時間も処置を行います。ス
ムーズに処置できるよう毎日の機器のチェックなど緊張感をもって
仕事に臨み、技術を磨くことで患者さんへの負担を減らすよう心が
けています。そういった積み重ねによって、患者さんからの信頼を
得た時にやりがいを感じます。
また、医療技術は日進月歩で、社会人になってからも新たに覚え

ることや学ばなければならないことがたくさんあります。日々接す
る患者さんがいるからこそ、自分に何が必要なのかを考え、学ぶ姿
勢が継続できていると思っています。

卒業後も繋がる文理の輪

就職してからも先生や仲間たちとの交流は続いています。私の場
合、弟が医療専門学校に在籍していたり、勤務先で毎年実習生の受
け入れをするので、母校との関わりは強いと感じています。
実習期間中、学生はまだ国家資格を取得していないので、ほとん

どの実践業務ができません。その間は先輩の仕事を見たり、聞いた
りするしかないので、後輩たちには遠慮せずに何でも聞いてほしい
です。同じ学校出身の先輩だと、それだけで垣根が低くなるので、
色々聞きやすいと思います。私は同じ学校で学んだ後輩たちや、卒
業後も何かと気にかけてくださる先生方との繋がりをこれからも大
事にしていきたいです。
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2002年 3月　 日本文理大学附属高等学校　卒業
　　　〃  有限会社羽野建築　入社
2002年 10月　 成和サービス株式会社　入社
2006年 10月　 寿工業株式会社　入社
2008年 １月　 有限会社女島工業　入社
2008年 10月　 有限会社南海工業　入社
2012年 4月～ 栄船匠株式会社　設立

プロフィール

母校とともに歩む
A l u m n i  I n t e r v i e w

坪根  優貴さん

栄船匠株式会社
代表取締役

日本文理大学附属高等学校　機械科　2002年卒

［日本文理大学附属高等学校］

つ ぼ   ね     ゆ う   き

実習では造船業の楽しさややりがいを伝えています

贈呈式の後、ガンボルドさんと
モンゴル出身の学生たちがゲル
内で遊牧民の様子を説明してく
れました

ゲル贈呈式第 52 回  一 木 祭
ホームカミングカフェ

　モンゴル国はウランバートルを首都とする東アジアの国
で、国土のほとんどが高原の大地です。高原地帯は気温差
が大きいため樹木が育ちにくく、広く草原が広がることから
古くから遊牧中心の生活文化が発達してきました。ゲルはモ
ンゴル帝国の全盛期である13世紀に作られて以降、現在ま
で800年近く基本的な形を変えずに受け継がれているとい
われており、モンゴル人文化の集大成といえます。

モンゴルってどんな国？

特別企画

NEWS

2019年10月26日　大分合同新聞に掲載

10月26日に行われた第52回一木祭のホーム
カミングカフェ特別企画として、ゲル贈呈式を開
催しました。ゲルとは遊牧民族の伝統的移動式住
居のことで、モンゴル人卒業生の有志から日本と
モンゴルの友好の証として贈呈されました。
今回大学に寄贈されたゲルは高さ2.5メート

ル、直径5.5メートル程で、モンゴルでは一世帯
が生活する一般的な大きさです。贈呈式の後、モ
ンゴル人卒業生やモンゴル出身の学生たちがゲル
内部や遊牧民の生活について紹介してくれまし
た。見学者はモンゴルの興味深い話に耳を傾けて
いました。

　卒業生代表のバットホヤグ ガンボルド氏は「ゲ
ルは遊牧民族であるモンゴル人の誇りの象徴。日
本で学ぶモンゴル人留学生が、ゲルを通して祖国
を想い、日本で学ぶことの原点を大切にしてほし
い。ただ日本に馴染むだけではなく、モンゴル人
としての誇りを持って日本のすばらしい文化を学
んで、日本とモンゴルを繋ぐ役割を担ってほし
い」と語ってくれました。

ゲルの見学をご希望の方は事前に
日本文理大学（TEL：097-592-1600）
までご連絡ください。

造船業でナンバーワンを目指し、大分県内各地での
武者修業を経て独立。100％信頼のおける母校での
求人を通して、造船業の未来をともに支えていく人材
を育てるという使命を抱く。

造船で独立の夢を実現

高校卒業後、福岡で物流の仕事をしていましたが、22歳で大分
に戻り佐伯の基幹産業である造船業に携わりました。そこでがむ
しゃらに働くうちに、同世代の人には負けたくないとナンバーワン
を目指すようになり、独立を意識し始めました。人一倍努力をし、
県内全域の造船現場を経て腕を磨き、2012年に独立の夢を叶えま
した。造船に携わっている同級生も多く、困ったときにいつでも助
けてくれる友達は高校時代に築いた私の宝物です。

今も続く高校との繋がり

現在も続く学校との繋がりは、3年間担任をしてくれた先生が進
路指導の担当になったことがきっかけでした。そのご縁で高校から
の実習生を受け入れたり、求人活動の相談をしたりしています。在
学当時の先生が今でもいて話ができるのは、私立ならではの良さだ
と思います。
造船業も人手不足の時代ですが、私は母校にしか求人を出してい

ません。生徒は造船業に必要な資格を取得していますし、私の仕事
や会社のことをちゃんと理解した上で就職してもらえます。お互い
に100％の信頼をもって採用ができるのです。

母校の後輩を育てる使命感

わが社の従業員たちは充分な経験を積んでいる腕利きばかりで
す。しかし、彼らがもう一段階成長するためには、若者を指導させ
たいと思っています。人に教えることは自分の技術を見直すことに
もなります。私は何の知識もない後輩たちを、自分たちの手で一人
前に育てたいのです。我々の仕事は何万トンもある船をゼロから造
るので、出来上がった時の感動は格別です。ここでは、自分の腕一
本で勝負ができ、努力次第で可能性は無限大に広がります。母校の
機械科には造船コースが設置されると聞きましたので、受け入れた
実習生がいずれ造船の面白さに気づき、一緒に働いてくれることを
楽しみにしています。

お互いを理解している
からこそ築けた母校との
信頼関係
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ホームカミングカフェ
2019年10月26日、27日の第52回一木祭にて、卒業生と母校の絆を繋ぐホームカミングカフェ（場所：ＮＢＵ情報
センター１階）を今年も開催しました。毎年楽しみに来てくれる方、新しい家族を連れてきてくれる方など、多くの
皆様にご来場いただきました。

ホームカミングカフェを訪れた卒業生のコメントを紹介！

懐かしい。
・・・・・・・・・・・・・・・
町谷　宰　航空工学科
2011年卒

学生時代はたくさん遊んでください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
正田　宗之　環境マテリアル学科
2009年卒

いい意味で変わってない。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
姫野　正行　機械電気工学科
2015年卒

まわりに大学の良さを伝
えていきたい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
伊東　敏彦　航空工学科
2003年卒

また遊びに来ます。
・・・・・・・・・・・・・・
那谷　具彦　経済学科
1997年卒

野球やチア、女子相撲
の応援しています！
・・・・・・・・・・・・・・・・
中野　雅広　建築学科
1997年卒

学生が元気だと思いま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡﨑　光里　経営経済学科
2018年卒

同窓会してほしいです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・
岩尾（佐藤）　璃奈
経営経済学科　2018年卒

耐震設計依頼お待ちしてます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
安達　望美　建築学科
2019年卒

今年、次男も航空宇宙工
学科を卒業しました。お世
話になりました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　久司　商学科
1987年卒

経験を学生にもっと積
ませてあげて欲しい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
上田　亮　建築学科
2019年卒

それぞれの場所で頑張っ
ていると思います。
後輩方の見本となるよう
努力していきましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
米森　友哉　機械電気工学科
2018年卒

あのころの気持ち
を少しの時間でも
思い出して、明日か
らの力にするため、
母校に足を運んで
ください。
・・・・・・・・・・・・・・
東（前口）　結
建築学科　2000年卒

みんなどうしてるかな！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
槇原　浩　経済学科
1993年卒

新しい研究内容が増えた。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
渡邉 郁拡　機械電気工学科
2018年卒

応援してます。
・・・・・・・・・・・・・・
東　友和　商学科
2000年卒

学生が増えたなぁ。
・・・・・・・・・・・・・・
籾倉　源太　工業化学科
2003年卒

建物がきれいに
なった！
・・・・・・・・・・・・・・
興梠　寛　建築学科
1997年卒

S55年入学の皆、元気か？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
松尾　潤一　機械工学科
1984年卒

社会人一緒に頑張ってい
きましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　健斗　航空宇宙工学科
2019年卒

お互いに仕事頑張ろう！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
赤嶺　星奈　建築学科
2019年卒

ここに来るとなつか
しい気持ちになり
ます。
・・・・・・・・・・・・・
河野（松田）　真美
経営経済学科
2014年卒

同級生のみんなで飲もう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
工藤　良平　航空宇宙工学科
2012年卒

みんなも一木祭においでよ！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
新居田　一徳　経営経済学科
2014年卒

ぜひ大分で同窓会しましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河邉　博康　航空工学科
1991年卒

いつも近くにあるので、
身近な感じがします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
市川　拓哉　電気工学科
2000年卒

第53回一木祭は、2020年10月24日（土）、25日（日）開催！卒業生の皆様、ぜひお越しください。
会社やゼミ、部活などで卒業生が集まる機会がございましたら、

会報誌でご紹介しますので、写真やメッセージなどをお寄せください。 　　alumni-gakuen@nbu.ac.jp

第 52回一木祭

大学生時代が一番
楽しかったので、こ
れからも仲良くしま
しょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・
橋本（下地）　萌子
建築学科　1997年卒

将来を明るくする
人材を育ててほし
いです。
・・・・・・・・・・・・・・・
柴崎（横山）  里美
建築学科　1997年卒

母校を支援できるな
らしたいです。
・・・・・・・・・・・・・
渡邊（松尾）　理映
建築学科　1997年卒

久しぶりに集まってみ
たいなぁー。みんな元
気にしてますか？
・・・・・・・・・・・・・・・・
伊志嶺　珠子　建築学科
1997年卒

卒業時の倍の年に
なったけど、まだまだ
元気に頑張ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・
森田　泰生　建築学科
1997年卒

今は仕事でお世話になって
ます^^
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　かんな　情報メディア学科
2017年卒

最近、卒業生と仕事でお
会いすることが多くなっ
てきました。みなさんの活
躍が大変うれしいです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小屋　淳太　経営経済学科
1998年卒

女子が増えたなぁ。
・・・・・・・・・・・・・
河野（北島）　佳代
経営経済学科
2014年卒
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■第4回森のドローン・ロボット競技会
　半自律型クラスで準優勝

2019年11月16日～17日、第4回森のドローン・ロボット
競技会が、大分県由布市湯布院町で行われました。この競技会

は、国土の約７割を占め
る広大な森林の観測・管
理の自動化技術の構築を
目的として開催されてい
ます。
本学からは、大学院工

学研究科環境情報学専攻、工学部情報メディア学科・航空宇宙
工学科・機械電気工学科の学生総勢16名からなるチーム
「Eigen-（アイゲンダッシュ）」が参加しました。競技では、複数
の樹木を周回して、ゴールゾーンを目指します。ドローンの動作
によって得点を付け、多くの樹木を周回するほど高得点となりま
す。飛行中の樹木の直径・位置などの計測結果を報告するとさ
らに大きな加点があるため、ドローンの操縦技術だけでなく、情
報処理技術も問われます。Eigen-はメンバーそれぞれの専門分
野を活かして、半自律型クラスで見事準優勝の成績を収めました。

■JAXAと産学官連携で共同研究

本学は、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
宇宙探査イノベーションハブに参画し、JAXA及び民間企業等と
共同研究を行いました。その研究成果として、2019年２月に世
界最高クラスの小型高効
率モータ開発の成功が
JAXAより発表されまし
た。高効率で発熱が少な
い小型モータは、宇宙探
査用機器に搭載するモー
タとして非常に重要とな

ります。
本学からは機械電気工学科の若林大輔准教授が開発チームに

参加。若林准教授は磁気の研究が専門で、とりわけモータや変
圧器の電気機器の高性能化に関する研究を行っています。

■イングリッシュコミュニケーション副専攻
　英国短期集中語学研修実施

本学には、学生が所属する学部・学科で学ぶ主専攻に加え、
学びの幅をさらに広げる学部・学科の枠を超えた副専攻がありま
す。副専攻とは、社会で活躍するために必要な複眼的な思考力、
もしくはこれからの時代に必要な汎用的能力について、体系的か
つ実践的に学ぶことができるカリキュラム制度です。
副専攻のひとつであるイングリッシュコミュニケーション副専攻

では、夏季休暇の約1ヵ月間を利用し、英国バートン大学で短
期集中語学研修を実施。参加した学生は、会話中心の参加型英
会話授業を受講し、学校周辺の名所訪問やホームステイを通じ
て、イギリス文化を肌で感じることができました。学生からは「今

回の短期語学研修を通し
て語学力のアップだけで
はなく、能動的な行動力
やコミュニケーション能力
が身に着いた」という声
が聞かれました。

■四季の森プロジェクト

人間力育成センターでは、大分全域を学びのフィールドとした
様々なボランティア活動や地域貢献活動を展開しています。
そのうち、「四季の森プロジェクト」では、2013年の発足以来、

行政やNPO、地域住民の方々と協働した里山保全活動に取り組
んでいます。活動拠点の一つである「NBUの森」では、荒廃し
た里山を再生することを目標に、公益財団法人森林ネットおおい

たの皆様のご指導のも
と、下刈りや除伐、放置
竹林の整備などの活動
を行ってきました。現在
は、活動を進める中で
発生する除伐材や間伐
材を資源として利活用するべく、大分県の特産品である椎茸の
生産に挑戦しています。将来的には、地元の子どもたちを招待
し、環境教室を開催する予定です。

■留学生の日本文化体験

2019年12月6日、本学の留学生21名が大相撲大分場所
を観戦。教職員による事前授業で相撲のルールや歴史について
学んだ留学生たち。当日は、真剣勝負の取り組みのほか、「髪
結い」や「初っ切り」を見学し、日本の国技に触れる貴重な経
験となりました。
12月15日には留学生25名が地元大在の交流会の方々と餅

つきを行いました。留学生たちは地元の方に教わりながら交替で
杵を持ち、年の瀬の日本文化を体験しました。

■「学校関係者評価委員会」
　「教育課程編成委員会」を初開催

本校では、医療技術の急速な進歩や実践的教育の推奨に関わ
る法改正などへ柔軟に対応するため、医療現場従事者を含む外
部団体の方々に委員となっていただき、「学校関係者評価委員会」
及び「教育課程編成委員会」を今年度（2019年度）初めて開

催しました。
「学校関係者評価委員会」では、2018年度卒業生の実績に
ついて、全学科での高い国家試験合格率や、就職率100％とい
う結果に外部委員の方々から好評を得ました。
「教育課程編成委員会」では、外部委員の方々からご意見を
いただき、より実践的な教育が可能となるようにカリキュラムの
改定に取り組んでいると
ころです。
本校としては、今後と

も新時代に対応できる人
材育成をするため検討を
重ねてまいります。

■第78回大分県発明くふう展 県教育長賞受賞

本校は、知財教育に力を入れており、工業所有権情報・研修
館（INPIT）の知的財産に関する能力の開発事業に採択されて
います。これを受けて情報技術科の授業では、様々なアイデア
の創造に取り組み、コンテストなどに積極的に応募しています。
第78回大分県発明くふう展において、情報技術科２年大竹花

歩さんのヘッドレストハンマーが、県教育長賞を受賞しました。こ
れは、水害時に水没した自動車から脱出できなかった方がいると
いうニュースから考案。ヘッドレストの支柱の先端にハンマー機

能を持たせ、緊急時それを用いて窓ガラ
スを割り脱出できます。現在、大分県発
明協会の推薦を受け、第78回全日本学
生児童発明くふう展にて審査を受けてい
ます。３月に発明協会のホームページに
て結果が発表されます。
今後とも本校では生徒に発明や創作の

楽しさを知ってもらい、創造力を育てる教
育を行ってまいります。

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

CAMPUS TOPICS
CAMPUS ACTIVITIES CAMPUS ACTIVITIES

日本文理大学
●福岡出入国在留管理局より外国人留学生の在籍管理の『適正校』
として選定
●長榮大学（台湾）短期日本語研修生を受け入れ
●一般社団法人大分建築士事務所協会とインターンシップに関する協定を締結
［工学部］
●カンサットプロジェクト　第15回能代宇宙イベントで優勝
●「フューチャードリーム！ロボメカ・デザインコンペ2019」佳作受賞
●建築学科の学生が「おおいたＮＰＯ・県民フォーラム」において「佐
賀関でのSDGs活動」について発表
●航空宇宙工学科4年斜木悠里さん「おおいた産学官交流合同シン

ポジウム」ポスターセッション参加
●情報メディア学科3年植木勇介さん「初音ミク『マジカルミライ
2019楽曲コンテスト』」準グランプリ

［経営経済学部】
●豊後大野市千歳町世代交流会の活動サポート
●韓国人留学生佐伯市大入島シーサイドオルレに参加
●大分市佐賀関「楽々まるしぇ」に模擬店出店

その他の活動

日本文理大学医療専門学校
●日本赤十字社大分県支部主催「学生対象防災ボランティアセミ
ナー」参加
●大分県赤十字血液センター献血推進活動に学生サポーターとして
参加
●赤十字ボランティア交流会に参加
●湯布院研修所での夏期勉強合宿を実施
●「命を守る防災訓練」実施

日本文理大学附属高等学校
●第69回大分県高等学校中央弁論大会3年神野和奏さん優秀賞受賞
●佐伯市大宮八幡社「五丁の市」ボランティア参加
●防災キャンプ体験にて災害時の対応を学習
●省エネルギーの啓発として「おおいたうつくしキャンドルナイト」
に参加
●日本文理大学学生と地域住民との韓国料理教室を開催

h t t p s : / / www . n b u . a c . j p / h t t p : / / i r y o u . n b u . a c . j p / https://nbuhs2013.wixsite.com/mysite-7
詳しくは日本文理大学HPをご覧ください。

詳しくは日本文理大学医療専門学校HPをご覧ください。 詳しくは日本文理大学附属高等学校HPをご覧ください。

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

ドローンの操縦を行う学生たち

バートン大学の前で記念撮影する学生たち

地元の方と協同しての餅つき力士との記念撮影

様々な意見が飛び交う学校関係者評価委員会

県教育長賞を受賞した
大竹花歩さん
（情報技術科2年）

開発した小型高効率モータ
（測定装置取り付け用の冶具付き）

©JAXA

豊後大野市での椎茸の駒打ち体験の様子
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日本文理大学

日本文理大学

■写真サークル フォトコンテスト連続受賞

「両合棚田フォトコンテスト」（主催：両合棚田再生協議会）
において、写真サークルの学生３名が受賞。両合棚田フォトコ
ンテストは、宇佐市院内町余谷地区にある両合棚田の景観や地
域の営みのすばらしさを多くの方に再発見してもらうことを目的
に開催されました。岡田奈々佳さん（情報メディア学科2年）は、
稲刈りをする男性の「動き」を表現した写真で、見事スマホ部
門グランプリに輝きました。
また、「豊後高田インスタグラムフォトコンテスト2019」（主
催：豊後高田市）では、八坂龍汰郎さん（経営経済学科４年）が、
157作品の中から見事準グランプリを受賞。八坂さんの作品を
含め応募された作品の一部は、今後、市の広報等に活用され
ます。

■柔道部 チェコ代表・スロバキア代表選手団と
　交流練習会

2019年8月22日、2019世界柔道選手権東京大会に出場
するために別府市で合宿をしていたチェコ代表及びスロバキア
代表選手団と柔道部の学生が交流練習会を行いました。
世界で活躍しているトップレベルの選手との練習に、学生た
ちは緊張しながらも積極的に組み合いました。練習会には、大
分県警察本部の警察官や陸上自衛隊別府駐屯地の自衛官も参
加し、柔道を通した交流を行いました。また夏休みということ
もあり、地元の小中学生も練習を見学し、一部の練習にも参加
しました。
柔道という競技を通して、言葉や文化の違いを超えた国際交
流は学生たちにとって貴重な経験となりました。今後の代表選
手たちの活躍を祈念するとともに、本学柔道部の更なる発展に
期待します。

■ラグビー日本代表 具智元選手が母校を訪問

2019年9月に開幕し、日本中が熱狂したラグビーのワールド
カップ。本校の卒業生具智元選手（情報技術科2013年卒）が
日本代表チームの一員として出場しました。具選手は韓国生ま
れ、中学3年生の時に佐伯市に移住し、翌年本校に入学。在学
時に高校日本代表に選ばれ、その後も各年代の代表に選出さ
れ、Ｗ杯では全5試合に出場し、スクラムの要として日本代表の
８強入りに大きく貢献しました。
具選手が「第2のふるさと」と語る佐伯市でも、大会中は大

変な盛り上がりを見せました。本校では大型スクリーンを設置
し、試合を観戦。ラグビー部員らを中心に約70名が具選手に

声援を送りました。
大会後の11月14日、具選手は佐

伯市から市長賞詞の贈呈を受け、翌
15日に本校を訪問。約570名の全
校生徒に対し、夢をつかむためのモ
チベーションや努力などについて講演
をしてくれました。講演後、グラウン
ドで後輩であるラグビー部員30名に
タックルやスクラムなどを直接指導し
てくださいました。

■eスポーツクラブ いきいき茨城ゆめ国体出場

2019年10月5日～６日、全国都道府県対抗eスポーツ選手
権2019 IBARAKIが、第74回国民体育大会（いきいき茨城
ゆめ国体）と第19回全国障害者スポーツ大会（いきいき茨城
ゆめ大会）の文化プログラムとして、初めて開催されました。e
スポーツとは、対戦型のコンピューターゲームをスポーツ競技と
みなしたもので、海外では大規模な大会が開催され、プロ化も
進んでいます。
本校では、近年盛り上がりを見せるeスポーツで生徒に輝い

てもらおうと、2018年11月にeスポーツクラブを発足。現在
は部員12名で、放課後に練習を重ねています。
今回、2019年8月19日に行われた大分県代表決定戦（ウ

イニングイレブン少年の部）で優勝し、茨城の本大会に駒を進
めました。本大会では予選リーグを突破し、決勝トーナメント
に進出。見事ベスト16
の成績を収めました。e
スポーツが盛り上がりを
見せる中、今後ますます
の活躍が期待されます。

日本文理大学附属高等学校

日本文理大学附属高等学校

岡田さんの作品（左）と八坂さんの作品（右）

母校で指導する具選手

代表選手団との記念撮影 いきいき茨城ゆめ国体での様子

CAMPUS TOPICS

SPORTS＆CULTURE

預り金
 
備品消耗品費 
旅費交通費 
印刷製本費 
通信費 
支払手数料 
会議費 
人件費 
雑費 
ホームページ運営費 
会員データ管理システム費  
学生活動助成費 
借入金返済 
小計
次年度繰越
合　　計 

5,850,000

200,000
200,000
3,000,000
3,500,000
100,000
200,000
3,000,000

0
500,000
100,000
1,000,000
600,000

18,250,000
11,144,457
29,394,457

6,101,564

33,825
124,960
2,149,214
67,608
104,199
70,335

2,061,793
15,685

0
38,880
450,000
600,000

11,818,063
17,192,595
29,010,658

△ 251,564

166,175
75,040
850,786
3,432,392
△ 4,199
129,665
938,207
△ 15,685
500,000
61,120
550,000

0
6,431,937

△6,048,138
383,799

会費へ振替@10,000×585名、退学者返金@10,000×25名
（大学7名、医療2名、高校16名）、通信費戻り@1,564
パソコン機器等に関する事務用品 等
役員総会、懇親会等
会報誌印刷費、封入作業費
会報の送付、既卒業生への入会案内送付等切手・郵便代
学校法人文理学園へ会費徴収事務委託料、振込手数料等
役員会お茶代、懇談会費
事務補佐職員の給与
菓子折り、お茶代、会報誌撮影費等

ライセンス利用料
硬式野球・サッカー・一木祭助成金
学校法人文理学園からの借入金の返済(4/5回目)

支
出
の
部

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考
会費 
雑収入 
預り金 
小計
前年度繰越金 
合計

6,000,000
500

7,190,000
13,190,500
16,203,957
29,394,457

5,965,000
137

6,841,564
12,806,701
16,203,957
29,010,658

35,000
363

348,436
383,799

0
383,799

@10,000×590名（大学295名、医療139名、高校156名）@10,000×2名
利息等
@10,000×684名(大学381名、医療124名、高校179名)、通信費戻り@1,564

前年度繰越金

収
入
の
部

2018年度文理学園校友会決算書
（単位：円）

■大分支部設立準備会開催
2019年12月18日、卒業生有志7名を中心として、大分支部
設立準備会が行われました。大分県は日本文理大学の所在地で
あることから会員数が最も多く、支部設立を希望する声が上げ
られていました。準備会
では、今後の体制や活動
などについて、卒業生・在
学生・母校と連携を深め
ながら進めていくことが
確認されました。
この5月には大分支部設立総会を予定していますので、多くの
方のご参加をお待ちしております。詳細は校友会ホームページ
にてお知らせしますので、ぜひご覧ください。

2019年11月30日、第6回地域交流会をTKPガーデンシティ鹿
児島で開催しました。第１期卒業生の小野会長からは、「日本の科学
技術の発展は目まぐるしく、医療もAI導入の時代を迎えるため、こ
のような医療技術者同士意
見交換のできる場は本当に
貴重です」と挨拶がありまし
た。参加者からは、「職業普
及のため、母校のため」と勤
務先近辺の高校へ職業紹介
しているお話や、「病院実習の巡回出張中に近くに来たときは、自
分が勤める病院にも立ち寄ってほしい」など、うれしい言葉を聞くこ
とができました。

■2019年度地域交流会開催（鹿児島）
日本文理大学医療専門学校校友会

活 動 報 告

大分県では、県内での就職を後押しするため、大分で活躍する企業や魅力を発信するWebマガジン「オオイタカテテ！」を
運営しています。興味のある方はぜひご覧ください。

日本文理大学校友会沖縄支部

2019年９月８日、日本文理大学の個人面談会沖縄会場にて在学
生とその保護者を対象に、卒業生による就職相談会を実施しまし
た。地元沖縄の企業５社がブースを設け、個別に業務内容や就職状
況などについて、お話しい
ただきました。在学生・保護
者にとっては、就職に関す
る意識を高めるとともに、
卒業生との貴重な交流の場
となりました。

■卒業生による就職相談会を実施

日本文理大学校友会

日本文理大学では、卒業生を対象に「卒業生在籍調査」を実施
し、就職・離職・転職状況などを把握しています。福岡支部では、大
学と連携して卒業生の就職や転職の支援活動に取り組めないか検
討し、就職・転職に有用な情報なども収集しています。

2020年4月大分県が福岡県大名エリアに大分県での就職
を支援する新しい拠点を開設します。社会人で大分の企業へ
の転職・就職を考えている方も活用できますので、ぜひお立ち
寄りください。

■卒業生向け就職支援活動
日本文理大学校友会福岡支部

グ  ジウォン

グ  ジウォン
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